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〈今月の市民〉 

人 口／63 ,690人（129) 

男 ／29 ,899人（一 19) 

女 ／33 ,791人（一 10) 



“日
本
の
ま
つ
り
ー
で
観
客
を魅
了
 

立
偏
武
多
m
札
幌
ド
ー
ム
 

ー
 

ヤ
 

農
業
政
策
改
善
に
向
け
要
望
書
を
提
出

五
所
川
原
市
農
業
委
員
会
 

市
農
業
委
員
会

（
太田
昭
市
会
長
）
で
は
国
の
新
し
い
農

業
政
策
の
改
善
に向
け
た
要
望
書
を
ま
と
め
、
八
月
二
十
三

日
、
太
田
会
長
が
市
役
所
市
長
公
室
に
お
い
て
平
山
誠
敏
市

長
と
斉
藤
一
郎
市
議
会
議
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
 

要
望
内
容
は
「
経
営
所
得
安
定
対
策
に
お
け
る
仮
渡
し
制

度
の
実
施
と
一
時
所
得
扱
い
の
特
例
措
置
の
創
設
」
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。
太
田
会
長
ら
役
職
委
員
三
人
は
、
要
望
事

項
の
実
現
に向
け
県

・
国等
に
働
き
か
け
て
ほ
し
い
と
平
山

市
長
、
督
藤
議
長
に
要
請
し
ま
し
た
。
説
明
を
受
け
て
平
山

市
長
は
、
「
ト分
留
意
し
な
が
ら
県
・
国
に
要
望
し
て
い
き

た
い
」
と
応
え
て
い
ま
し
た
。
 

要望書について説明する太田会長（左） 

帥
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鷺
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九
月
八
日
と
九
日
、
札
幌

商
工
会
議
所
創
立
百
周
年
を

記
念
し
、
全
国
の
有
名
な
ま

つ
り
を
紹
介
す
る
 
「日
本
の

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
当

市
か
ら
立
侵
武
多
「
紳
」
、
 

灘
子
方
、
踊
り
方
が
出
陣
し

ま
し
た
。
大
通
公
園
と
す
す

き
の
通
り
の
会
場
で
は
、
立

侵
武
多
の
唯
子
と
踊
り
を
披

露
。
札
幌
ド

ー
ム
で
の
運
行

で
は
、
高
さ
二
十
二
冒
の
勇

壮
な
姿
に
三
万
人
の
観
客
が

魅
了
さ
れ
大
き
な
拍
手
が
わ

い
て
い
ま
し
た
。
 

熱
毒
瓢
恵
嘱
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三
湖
高
原
ま
つ
り
 

市
浦
地
区
をま
る
こ
と
満
喫
 

行
政
組
織
の
簡
素

・
効
率
化
と
職
H
(
 

数
削
減
を
目
的
と
し
て
、
現
在
、
市
が

検
討
を
進
め
て
い
る
五
所
川
原
地
区
六

支
所
の
廃
止
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
の

声
を
市
政
に
反
映
し
、
ま
た
行
政
改
革

へ
の
理
解
を
得
る
た
め
、
九
月
四
日
か

ら
の
六
日
間
、
六
支
所
に
お
い
て
住
民

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

説
明
会
で
は
、
支
所
廃
止
を
検
討
す

る
に
至
っ
た
経
緯
の
ほ
か
、
地
域
の
交

流
、
防
災
活
動
等
の
拠
点
と
な
っ
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
の
指
定
 

な
ど
が
行
わ
れ
賑
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
 

露
店
で
は
、
も
ゃ
焼
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
、
 

し
じ
み
貝
や
漬
物
、
野
菜
、
焼
き
イ
カ
、
 

市
浦
牛
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
市
浦
地
区
の
物
 

産
品
が
販
売
さ
れ
、
人
気
を
集
め
て
い
 

ま
し
た
。
 

八
月
二
十
七
日
、
第
七
回
十
三
湖
高

原
ま
つ
り
が
道
の
駅
・
十
三湖
高
原
を

会
場
に
開
催
さ
れ
、
晴
れ
わ
た
っ
た
青

空
の
も
と
、
家
族
連
れ
な
ど
が
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
しま
し
た
。
 

会
場
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
天
竜
風
神
と
ア
ト
ム
保
育
園
児
に
よ

る
Y
o
s
A
K
o
I
ソ
ー
ラ
ン
が
披
露

さ
れ
た
ほ
か
、
し
じ
み
貝
の
数
や
重
量

を
当
て
る
ク
イ
ズ
、
お
楽
し
み
抽
選
会
 

零
、
 
か
 

管
理
者
制
度
の
導
入
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
の
特
定
郵
便

局
へ
の
一
部
窓
口
業
務
委
託
な
ど
を
説

明
し
、
支
所
廃
止
に
向
け
た
市
の
方
針

に
理
解
を
求
め
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
住
民
の
皆
様
か
ら
は

長
年
親
し
ん
で
き
た
支
所
が
廃
止
さ
れ

る
こ
と
を
惜
し
む
声
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入

に
対
し
て
様
々
な
意
見
・
要
望
が
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
大
多
数
は
市
が
お

か
れ
て
い
る
状
況
と
行
政
改
革
の
取
り
 

組
み
に
理
解
を
示
し
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
説
明
会
で
の
意
見

を
踏
ま
え
、
住
民
の
皆
様
の
意

見
を
反
映
し
な
が
ら
、
平
成
十

九
年
三
月
末
で
の
支
所
廃
止
に

向
け
た
施
策
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。
 

九
月
三
日
、
青
森
市
で
開
催
さ
れ
た

大
会
で
、
当
市
は
総
合
1
8位
の
成
績
で

し
た
。
五
所
川
原
市
代
表
選
手
は
次
の
 

つ
」
 

と
お
り
で
す
。
 

1
区

・
一
戸
慶
之
（
木
造
高
3
）
、
 

区

・
岩
谷
康
生

（五
一
中
3
）
、・3
区
‘
 

鳴
海
正
紀

（
五工
高
3
）
、4
区
‘
鳴

海
昭
紀
（
岩
手
大
3
）
、
5
区
・
三
浦

舞
子

（
五四
中
3
）
、
6
区
・
高
松
大

地

（
木
造高
2
）
、7
区

・
古
川
裕
望
 

（木
造
高
2
）
、8
区
・
工
藤
佑
真
（
五

三
中
3
）
、補
欠
・
高
橋
俊
輔
（
チ
ー
 

ム
・
ザ
・
トラ
ッ
ク
）
・
小
野
文大

（
岩

手
大
2
）
・
三橋
元
気
（
金
中
3
）
・堀

内
加
奈
子
（
五
二中
3
）
・
平川
怜
（
金
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▲
し
じ
み
貝
の
片
手
つ
か
み

取
り
1
回
3
0
0
円
 

く
じ
引
き
で
当
た
り
が
で

た
ら
ス
コ
ッ
プ
で
す
く
い

取
り
で
き
ま
す

ー
・
 

ト
色
・
デ
ザ
イ
ン
が
多
様

な

「
も
や
焼
」に
足
を

と
め
手
に
と
っ
て
い
ま

し
た
 

南
中
1
）
・
一戸
麻
未
（
五
一
中1
)
 
3
 

三
好

・
長
橋
・
飯
詰
・
七
和

梅
沢
・
毘
沙
門
支
所
 



パ 

篇嵩喜 
酬 

九
月
七
日
、
つ
が
る
克
雪
ド
 

ー
ム
に
お
い
て
、
市
内
十
八
の
 

小
学
校
六
年
生
（
六
百
六
十
五
 

人
）
の
児
童
が
参
加
し
た
陸
上
 
』
 

競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
、一

開
会
式
は
入
場
行
進
で
始
ま
 
ー
 

り
、
高
松
教
育
長
が
「こ
の
大

「
一

会
は
形
を
変
え
た
も
う
ー
つ
の
 

勉
強
の
場
で
す
。
自
分
の
限
界
 

に
挑
戦
す
る
心
を
作
る
こ
と
が
、
 
「

」
 

大
会
の
趣
旨
で
あ
り
、
本
大
会
を
通
し

て
友
達
を
作
る
こ
と
も
勉
強
の
ー
つ
で

す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

閉
会
式
で
は
、
高
橋
萌
さ
ん
（
沖
飯

詰
小
）
が

「
1
0
o
mで
は
最
初
ビ
リ

に
な
る
か
な
と
思
っ
た
が
頑
張
れ
た
。
 

他
校
の
人
達
と
走
る
こ
と
が
で
き
う
れ

し
か
っ
た
」
ま
た
、
今
麗
嘉
さ
ん

（
喜

良
市
小
）
は
「
み
ん
な
足
が
速
か
っ
た

が
1
0
o
m
と
リ
レ
ー
で
1
位
が
取
れ

う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
感
想
発
表
を

述
べ
ま
し
た
。
 

山
ご
 

選手宣誓する奈良昭彦
さん（市浦小）「正々
堂々頑張ります」 

、
 

ノ
 

駆
け
る
児
童
達
・た
く
さ
ん
の
感
動
 

第
二
回
小
体
連
陸
上
大
会
 

善
意
の
花
か
『」
」
 

ど
つ
も
あ
り
がと
う
ご
ざ
い
ま
し
た

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
嘉
瀬
老
人
ク
ラ
ブ

（中
村
政
徳
会
長
）
 

H
寄
贈
（
雑
巾
二
十
五
枚
）
。
 

〇
秋
田
谷
一
人
さ
ん

（弘
前
市
樹
木
四

丁
目
三
ー
四
加
藤
住
宅
六
十
）
H
一
一

万
円
（
香
典
の
一
部
）
。
 

〇
木
村
ッ
ョ
ェ
さ
ん
（
田
町
百
二十
一
 

ー
一
）
H
六
万
円
。
 

〇
五
所
川
原
第
一
中
学校
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
委
員
会
（
平
川
群
委
1
1長
）
n
四

力
L
千
六
百
円
（
五
一
中
祭
バ
ザ

ー
 

益
金
）
。
 

〇
五
所
川
原
郵
便
局
年
金
友
の
会
H
一

万
六
千
九
百
八
十
三
円
。
 

e
五
所
川
原
地
区
更
生保
護
女
性
会
 

（斎
藤
千
恵
予
会
長
）
H
五
万
円
。
 

〇
青
森
県
歌
謡
連
合
会
（
神
唯
一
会
長
）
 

H
二
万
円

（
第十
三
回
選
抜
歌
謡
大

賞
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
益
金
）
。
 

五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
は
七
月
十

三
日
、
第
四
十
二
回
献
血
運
動
推
進
全

国
大
会
に
お
い
て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。
今
回

の
感
謝
状
贈
呈
は
、
高
校
献
血
が
衰
退

傾
向
に
あ
る
中
、
同
校
が
血
液
事
業
の

重
要
性
を
理
解
し
三
十
年
以
上
に
わ
た

っ
て
組
織
的
に
献血
に
協
力
、
輸
血
用

血
液
等
の
確
保
に
大
い
に
貢
献
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

野
敏
・
」
熱
祭
製
 

」
維
融
吊
四十
一
百
敵
血
 

曜
謹
確
終
群
賛
 

戚
紺
n意
・
来
しJ
す
 

4
《
寸
ハ
，
●
，
中
ユ
】
 

1
昔
a
川
ー
ニ
ゲ
 

五
所
川
原
第
一
高
等学
校
舘
田
恭
子
校

長
の
コ
メ
ン
ト
 

献
血
に
対
す
る
生
徒
達
の
認
識
も
高

く
、
校
長
と
し
て
も
積
極
的
に
こ
の
事

業
を
推
進
し
て
来
ま
し
た
。
献
血
車
来

校
時
に
は
、
毎
年
八
十
人
か
ら
百
人
の

生
徒
が
協
力
し
て
お
り
、
昨
年
は
八
十

六
人
が
検
査
合
格
し
献
血
で
き
ま
し
た
。
 

生
徒
達
の
お
か
げ
で
こ
の
栄
誉
あ
る
感

謝
状
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
 

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

一
一
』
」
 
平素
か
ら
ク
ラ
ス
単
位

で
「
自
分
達
の
輸
血
した
 

・

‘
 
血
液
は
ど
の
よ
う
に
活
川
 

お
心
 
さ
れて
い
る
の
か
」
等
啓
 

』
一
『
ー
 
蒙
活
動
の
意
識
高
揚
に
も

一
一
一
一
」
 
努
め
て
お
り
ま
す
。
 

．什
．.．

 
今
後
も
こ
れ
を
励
み
に

協
力
し
て
参
り
ま
す
。
 

一継
続
は力
な
り”
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
 

五
所
川
原
第
一
高
等
学
校
 、

 」
情
報
欄
の文
章
編
集
P
6
5
1
2の
レ
イ
ア
 

【
献
血
の
一
0
1知
識
】
 

」
ウ
ト
と
、
P
5
の
取
材
と
編集
の
一
部
は
、
 

⑥
年
齢
一
1
6歳

、
6
9歳
ま
」
職
業
体
験
の
研
修
を
した
森
佳
津
代さ
ん

で
の
健
康
な
方
。
 

」
（
青
森
大学
社
会
学
部
社
会
学
科3
年
）
が

⑥
体
重
】
2
0
0
雇
献
而
一

行
い
ま
し
た
。
 

は
女
性
4
0雇
以
上
、
男
一
感
想
（
森
）
】
多く
の
人
が
五
所
川
原
市
を

性
4
5賛
上
、

4
0
0
一
支
え
て
い
る
事
を
知
る
事
が
出
来
ま
した
。
 

庇
献
血
は
5
0嘱
以
上
で
一

職
員
の
方々

の
親
切
な
指
導
の
お
か
げ
で

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
一
良
い
社
会
勉
強
に
な
り
ま
レ
た
。
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道の駅 

「十三湖高皇ー 

トーサAz矛 
TEl. 62-3b5過 

レトルトしじみ

貝、貝活飲料、 

しじみラーメン、からすの涙（焼き菓子）、しじみ

鰻頭、しじみ工キス味噌、しじみキャンディー（10 
月～4月限定）、しじみの佃煮などを販売。 

こしよがわら 

Vol.5 

し じf‘みf, 

十三講月は、 古くからおいしいしじみ． 

の名産地として有名！海水と真水の混

じり具，合力孫色女少な十三湖で育ったしじ

みはその小さな身に多くの栄養素を蓄

えている。 しじみに含“まれるアミノ酸

やビタミン B群は、 肝臓の働きに役立

つと言われている。「ロ未良く、体に良し」 

と優れもの！! 

十三漁港でインタビユ 

く、‘ 

r, 

内藤正雄さん（左）と娘の山崎富士子さん 

内 藤 正雄さん（72歳） 

しじみ漁？ 10歳頃に始めたからもう60年くらい

になるね。昔は水に入ってジョレン（箱状の金属網

かごに歯がついたもの）を腰引きしてたけど、今は

船引きするのがほとんどだ。このところ十三湖のし

じみ貝は有名になって人気があるけど・・・一時期は採

っても売れず生活が苦しいこともあった。いろいろ 一． 

様変わりしたけど、黒く輝いて、しっかりした味が ’ 

ギュッと詰まったしじみ、これだけは60年間ずっと

変わらず同じまんまだね。美味しいよ。 

しじみ漁一年 

~  

毎年、全面解禁の 4 月10日
から10月15日まで操業が続く。 

7月の土用の時期に収穫さ

れるしじみのことで、産卵期

がピークを迎えるため、身がぎっしり詰まって

コクがあり、一年の中で一番おいしいと言われ

ている。 

一般操業の後は、個人管理の

浅瀬に移植し、栄養を蓄える。 

この時期、特に 1 -2月のしじみを 「寒しじみ」 

と呼び、身がひきしまっていると言われている。 
	 ノ 

5 	平成18年 9 月15 1 五所川原市役所 公35-2111 



フ
レ
ー
フ
レー
・
テ
レフ
ォ
ン
 

助
2
1世
紀
職
業
財
団
青
森
事
務
所
 

m
o
l
7
（
那
）2
0
2
0
 

消
防
本
部
か
ら
お
知
ら
せ
 

m
(3
5)
2
01
9
 

予
防
課
 
内
線

2
3
・
5
4
 

公
開
講
座
の
お知
ら
せ
 

健
康
を
「
食
」
か
ら
サ
ポ
ー
ト
 

岡
青
森
県
栄
養
士
会
五
所川
原
地
区会

皿
（3
5)
3
23
4
 米
塚
 

五所川原市役所 公35-21 1l 	平成18年 9 月1511 6 

9
月
社
知
ら
『
 

県
民
の
た
め
の
薬
の
講
演
会
 

西
北
中
央
病
院
薬
剤
部
 

皿
（3
5)
31
1
1
 内
線
2
0
8
 

日
頃
、
何
気
な
く
飲
ん
で
い
る
薬
を

正
し
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
無
料
。
 

●

1
0月
1
5日
回
1
3時
3
0分

、
1
5時
3
0分
 

五
所
川
原
商
工
会
館
会
議
室
（
駅
前
）
 

◇
定
員
 
1
4
0
名
位
ま
で
 

◇
内
容
 

「正
し
い
薬
の
飲
み
方
」
青
森
県
薬
 

剤
師
会
副
会
長

・
斉藤
士
郎
氏
 

「薬
と
薬
の
飲
み
あ
わ
せ
」
青
森
大
 

学
薬
学
部
教
授
・
菅
原
和
信
氏
 

◇
主
催
 
青
森
県
病
院
薬
剤
師
会
 

高
齢
化
が
進
む
な
か
皆
様
の
健
康
を
 

「食
」
 
か
らサ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●

9
月
3
0日
山
 
1
4時

、
1
5時
 

つ
が
る
市
若
緑
 
松の
館
 

◇
テ
ー
マ
 
「高
齢
化
と
栄
養
士
の
役
 

割
」
講
師
／
つ
が
る
市
尾
野
病
院
院
 

長

・
阿部
英
雄
氏
 

家
庭
福
祉
課
児
童
家
庭
係

か
ら
の
お
知
ら
せ
 

（
仮
称
）
五
所川
原
市
 

金
木
保
育
所
開
所
に
係
る
 

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
 

※
平
成
1
9年
度
よ
り
金
木
町
内
4
カ
所

の
保
育
所
が
統
合
し
、
（仮
称
）
五
所
川

原
市
金
木
保
育
所
と
な
る
た
め
、
開
所

に
係
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
 

新
し
い
保
育
所
に
つ
い
て
、
関
心
の
あ

る
皆
さ
ん
の
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

●

1
0月
2
日
の
 
1
8時
3
0分
 

金
木
公
民
館
（
和
室
大
広
間
）
 

◇
内
容
 

保
育
時
間
、
送
迎
バ
ス
等
に
つ
い
て
 

平
成
1
9年
度

（
仮
称）
五
所川
原
市
 

金
木
保
育
所
入
所
申
込
受
付
 

(
4月
入
所
）
 

※
（
仮
称）
五
所川
原
市
金
木
保
育
所
は

平
成
1
9年
度
よ
り
金
木
町内
4
カ
所
の

保
育
所
を
旧
川
倉
小
学
校
に統
合
し
、
 

開
設
す
る
保
育
所
です
。
 

◇
受
付
場
所
 

Q
正
木
総
合
支
所
福
祉
係
 

②
市
役
所
家
庭
福
祉
課
児
童
家
庭
係

◇
受
付
開
始
 
9
月
1
5日
国
 
 

◇
受
付
締
切
 
1
0月
1
3日
国
 

※
入
所
申
込
書
と
保育
所
の
情
報
は
、
 

受
付
場
所
及
び
金
木
町
内
4
カ
所
の
保

育
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
 

無
料
相
談
の
こ

案
内
 

青
森
県
司
法
書
士
会
 

皿
0
1
7
(
m)
8
3
9
8
 

岡
成
年
後
見
セ
ンタ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
 

皿
0
1
7
(
m)1
2
0
5
 

全
国
一
斉
司
法
書
士
 

無
料
法
律
相
談
 

●

1
0月
7
日
田
 
1
0時
3
0分

、
1
5時
 

・

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
文
化
セ
ン
タ

ー
 

・

青
森
県
司
法
書
士
会
館
 

（
青森
市
長
島
3
丁
目
5

1
1
6)
 

◇
内
容
 
ク
レ
サ
ラ
問
題
、
境
界
紛
争
、
 

少
額
訴
訟
等
の
簡
裁
事
件
、
相
続
等

の
不
動
産
登
記
、商
業
・
法
人
登
記
 

、
 

供
託
事
件
、
民
事
調
停
事
件
 

副
繊
灘

鍵
霜
墾
蒼
 

よ
る
成
健
後
易
無
斜
綱
談
 

働
く
あ
な
た
に
育
児
・
介護

・
家
事

代
行
等
の
地
域
の
具
体
的
な
情
報
を
電

話
で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。仕
事
も
家

庭
も
大
切
に
し
、
も
っ
と
安
心
し
て
働

き
た
い
方
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
す
。
 

●

月
曜
日
5
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
 

9
時
3
0分

、
1
6時
3
0分
 

◇
情
報
提
供
 
無
料
 

市
民
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

『
きち
ん
と
知
ろ
ー
つ
 

心
臓
病
の
こ
と
』
 

西
北
中
央
病
院
整
形
外
科
 新
渡
戸
 

m
(3
5)3
1
1
1
 

「心
臓
病
」
と
聞く
と
、
と
て
も
怖
い

イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
ま
せ
ん
か
？
心
臓
病

を
よ
く
知
る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
予
防

や
治
療
が
可
能
に
な
り
、
い
き
い
き
と

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

●

9
月
2
0日
困
 
1
8時

、
1
9時
3
0分

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 
人
場
無
料
 

◇
テ
ー
マ
 
「心
臓
病
、
き
ち
ん
と
治

せ
ば
怖
く
な
い
と
 

◇
講
師
 
弘
前
大
学
医
学
部
循
環
器

・

呼
吸
器
・
腎
臓
内
科

教
授
 
奥
村
謙
先
り

※
共
催
／
整
喜
会
・
北

共
株
式
会
社
 

危
険
物
取
扱
者
試

験
 

・

1
1月
1
1日
m

、
2
5日
田

弘
前
束
高
等
学
校
（
弘
前
市
）
 

・

1
1月
1
2日
叩
、
2
6日
⑩
 

青
森
L
業
高
等
学
校
（
青
森
市
）
 

⑥
受
付
 
9
月
2
5日
卿

、
1
0月
4
1
1困

※
今
年
度
か
ら
．
般
及
び
高
校
生
の
区

分
が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
全

試
験
日
に
お
い
て
同
一
人
に
よ
る
受

験
が
可
能
で
す
 
な
お
、
受
験
願
書

等
は
、
消
防
本
部
及
び
最
寄
り
の
消

防
署
に
あ
り
ま
す
。
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
に

伴
う
事
前
講
習
 

物
理
・
化
学
…
1
0刀
2
5日
困
 

9
時

、
1
6時
3
0分
 

消
防

法
令

…
1
0月
2
6日
困
 

9
時

、
1
6時
3
0分
 

会
場
…
五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
 

タ
ー
 

受
付
…
当
日
会
場
に
て
8
時
3
0分
か
ら
 

行
い
ま
す
 

間
い
合
せ
先
…
脚
木
村
石
油
 

興
3
4)3
1
6
5
 

※
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
受
験
す
る
方

を
対
象
に
し
た
講
習
会
で
す
。
 

●

1
0月
7
日
旧
 
1
0時

、
1
6時
 

青
森
県
司
法
書
L
会
館
 

（青
森
市
長
島
3
丁
目
5
1
1
6)
 

◇
内
容
 
す
で
に判
断
能
力
が
衰
え
た

親
族
を
か
か
え
て
い
る
方
の
悩
み
、
 

将
来
判
断
能
力
が
衰
え
た
時
の
財
政

管
理
、
障
害
を
も
つ
子
供
さ
ん
の
将

来
に
対
す
る
心
配
 

p」 
Il巾 
／、 
ニぐ 

●
 

●
 



五
所
川
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

皿
（
3
4)
8
8
4
4
 

5
観
光
振
興
に
よ
る
 

雇
用
創
出
を
5
 

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
 

（
青森
市
浪
岡
大
字

大
釈
迦
字
沢
内
沢
 

1

1
1

)
 

『
A
E
D
を
使
用
し
た
 

心
肺
蘇
生
法
』
講
習
会
 

五
所
川
原
消
防
署
  

m
窮
）2
0
1
9
 

金
木
消
防署
 

m
(5
3)
23
2
2
 

市
浦
消
防署
 

m
(6
2)
21
1
9
 

「き
の
こ
展
示
会
 

［同
時
開
催
］
き
の
こ
写
真
展
 

、
  

骨
董
蚤
の
市
 

第
7
回
中
央
コ
ミ
セ
ン
祭
り
 

   

 

命
民
静
回
ン
 

   

実
行
委員
会
事務
局
 
山
ロ
 

皿
0
9
0
1l
o
6
5
1
mm
6
5
 

フ
リ
ーマ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局
 
神
 

m
(3
4)
2
0
6
4
 

毎
年
恒
例
の
蚤
の
市
で
す
。
お
誘
い

あ
わ
せ
の
う
え
、
お
出
く
だ
さ
い
。
 

●

9
月
2
4日
回
 
1
0時

、
1
6時

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 ⑨

 五
所
川
原
山
酔
会
事
務
局
 

財
政
部
 

内
線
4
5
0
 

●

1
0月
9
H
の
 
1
0暗
、
1
6喝

立
侯
武
多
の
館
 
l
F
ホ
ー
ル
 ．ナメコ（Pholita nameko) 

モエギタケ科／秋／食 

介護保険料第3期の
納期限です。 

忘れずに納めましよう。 
介護福祉課 内線271 '-P276 

才J多費窟番身拶了加 
五所川原市管内8月の火災、救急、救助出動件数（単位：件） 

区 分 
火 救 救 	助 

月別 累司 j」別 累計 月別 累司 

平成18年 4 28 174 1,380 6 35 
平成17年 3 30 173 1,302 3 38 
比 	較 1 乙，2 1 78 3 △ 3 
平成18年度統ー標語 

“消さないであなたの心の注意の火” 

間合せ／五所川原地区消防事務組合消防本部公35-2O19 （内線 25) 

膿 飼） 』回同2同 

平成18年 9 月15日 五所川原市役所 公35-2111 

価定資産税第3期 
I 国民健康保険税第3期の 

納期限です。 	・ 

忘れずに納めましよう。1 

、一一収納課 内線431 -'4391J 

【ノ
 

県
立
自
然
ふ
れあ
い
セ
ン
タ
ー
 

か
ら
の
お
知
ら
せ
 

皿
0
1
7
2
(6
2)
4
5
2
7
 

一）
払
の
白
無「一
咋
品展
一
 

●

作
品
展
示
（
展
示
ロ
ビ
ー
）
 

9
月
2
0日
困
、
1
0月
2
2日
⑩
（
休
館
 

日
は
毎
週
月
曜
日
、
月
曜
日
が
祭
日
 

の
場
合
は
火
曜
日
）
9
時

、
1
6時
 

（最
終
日
は
正
午
ま
で
）
 
入館
無
料
 

●

作
品
募
集
 
自
然
に
関
す
る
写
真
や

絵
画
、
ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
作
品
を
9
 

月
1
9日
因
ま
で
に
直
接
お
持
ち
く
だ

さ
い
（
出
品
規
定
があ
り
ま
す
の
で

お
間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
 

毎
日
一第
ヲ
白亜
亘
装
蓮

山
一《
 

毎
月
第
3
日
曜
日
に
観
察
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
知
的
好
奇
心
あ
ふ
れ
る

講
師
と
一
緒
に
発
珠
山
周
辺
を
楽
し
く

散
策
し
ま
せ
ん
か
。
 

●

9
月
1
7日
⑧
 
1
0時

、
1
2時
 

県
民
の
森
楚
珠山
・
県
立
自
然
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
周
辺
 

◇
観
察
会
 
①
原
田
敏
弘
氏
「
秋
の
花

や
実
を
観
察
す
る
」
 
②
長尾
キ
ョ

氏
「
タ
デ
科
に
親
し
も
う
」
 
③
鈴

木
義
孝
氏
「
秋
の
キ
ノ
コ
を
探
そ
う
」
 

④
鳴
海
冨
美
子
氏
「
秋
の
昆
虫
の
観

察
」
 

◇
対
者
 
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
 
 ◇

参
加
料
 
無
料
 

・

県
立
自
然
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
 

A
E
D
を
含
め
た
心
肺
蘇
牛
法
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
A
E
D
 

と
は
簡
単
な
操
作
で
心
臓
の
リ
ズ
ム
を

調
べ
必
要
で
あ
れ
ば
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を

行
う
医
療
機
器
で
す
。
青
森
県
で
も
今

年
か
ら
全
て
の
県
立
高
校
に
配
備
さ
れ

各
公
共
施
設
に
も
配
備
が
進
ん
で
い
ま

す
。
そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
の
応
急
手

当
が
特
に
重
要
と
な
り
、
目
の
前
で
突

然
倒
れ
た
人
が
い
た
場
合
、
直
ち
に
A
 

E
D
を
使
用
す
る
こ
と
で
救
命
の
可
能

性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
A
E
D
を
使
用
し
た
心
肺

蘇
生
法
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

1
0月
1
日
回
 
9
時

、
1
2時
 

五
所
川
原
消
防
署
 
2
F
会
議
室
 

◇
参
加
費
 
無
料
 

◇
申
込
先
 
五
所
川
原
消
防
署
、
金
木
 

消
防
署
、
市
浦
消
防
署
 
 

★
パ
ソ
コ
ン
無
料
体
験
講
座
（1
0名
）
 

●

9
月
2
3日
田
 
9
時

、
1
2時

き
ン
ル
バ
ー
パ
ソ
コ
ン
教
室
（2
0名
）
 

●

1
0月
6
日
国
、
1
2月
2
2目
ゆ
の
旬
週

金
曜
日
 
1
3時

、
1
6時
 

◇
受
講
料
 
月
4
0
0
0
円
 

（教
材
費
は
別
途
）
 

★
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
1
2
級
研
修
（2
0名
）
 

●

1
0月
5
日
困

、
1
1月
2
4日
岡
の
2
1日

間
 

※
い
ず
れ
も
会
場
は
五
所
川
原
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
す
。
 

五
所
川
原
市
雇
用
創
出
協
議
会事
務
局
 

m
(3
8)
4
5
91
 

市
町
村
合
併
後
の
豊
富
な
観光
資
源

を
活
用
し
た
雇
用
創
出
の
取
組み
と
し

て
講
演
会
を
開
き
ま
す
。
求
職
中
の
方
、
 

観
光
に
興
味
の
あ
る
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●

1
0月
3
日
因
 
1
4時

、
1
6時
 

オ
ル
テ
ン
・
ンア
 
（
入場
無
料
）
 

◇
講
師
 
三
村
三
千
代
氏
（
八
戸
短
期
 

大
学
客
員
教
授
）
 

◇
演
題
 
「お
も
て
な
し
の
心
」
 

◇
受
講
料
 



市立西北 
お知らせ 

院からの 
1E135-3111 

公民館からのご案内 
1z 頭昆監． 
	

TEL 35一6056 

10月1日から 
市立西北中央病院内(1 
全面禁煙となります 

みなさんのこ協力をお願いl為或』 

五所川原市医療技術職員募集 
市立西北中央病院 

管理課 TE135-31 11 内線279 

◇職種及び採用予定人員 

(1）看護師・助産師・ 

専門看護師・認定看護師 	3名 

	

' (2）診療放射線技師 	2名 

	

(3）臨床工学技士 	1名 

	

(4）薬 剤 師 	1名 

◇受験資格 

(1）昭和52年 4 月 2 日以降に生まれ、次のいず 

れかに該当する方 

①看護師・助産師・診療放射線技師・臨床 

工学技士・薬剤師免許取得者 

②看護師・助産師・診療放射線技師・臨床 

工学技士・薬剤師免許取得見込みの方 

(2）昭和46年 4 月 2 日以降に生まれ、次のいず 

れかに該当する方 

専門看護師・認定看護師の資格認定証取得者 

◇採用予定月日 平成19年 4 月 1日以降 

◇試験の日時・場所 

11月14日（刃 10時30分 

一 市立西北中央病院 C棟 2階 大会議室 

~ ◇試験方法 作文、面接及び書類審査 

◇申込受付期間 9月15日囲～10月22日（日） 

※「提出書類」等、詳細については管理課庶務係 

へお問い合わせください。 

ら伽響海遊館 

運動易目グり‘無料I放 

、 多勿寸町タ肇甲予ノ 
日時】9月18日0 	' 

運動プログラム 	 通常￥500 =無料 

日頃の運動不足を解消し、リフレッシュしてみませんか？ 

クイックストレッチ 	￥1,000/15分 
ストレッチを受けて疲労を回復， 

肩こり、腰痛の方にオススメ☆ 

し～うらんど海遊館 1EL27-7373 

ア二で 
員‘り声包’ 

運動 

」企画r ん 敬老の日特別企画r 
’血・又‘ 

★みんなのギャラリー 
『川柳色紙展』を開催します。 
昨年、開催しました「第42回五所川原川柳大会」 

の秀逸句31点を色紙で展示します。 

◇期間 9月23日（土）-10月1日（日） 

※開館時間内であれば、ご自由にご覧い 

ただけます。 

回園国回目目臼 

ー 	ー ーーー ― 	6 
皆様方には、日頃より水道行政の推進について、 

ご理解、ご協力をいただきましてありがとうご

ざいます。 

さて、市水道事業所では水道管（本管）の維持・

管理及び水質悪化防止のため、下記町内を対象

に洗浄作業を行うことになりました。 

つきましては、作業時間内に水道水を使用し

ますと濁り水が出ますのでご注意くださるよう

お願いいたします。 

〔対象区域〕 

元町、柳町、岩木町、新町、川端町、本町、 

寺町、大町、旭町、敷島町、錦町、幾島町、柏

原町、上平井町、中平井町、下平井町、幾世森、 

末広町、若葉1・2・3丁目、長橋字橋元・広野、 

新宮町、新宮字岡田・松元、芭蕉、蘇銑 

以上の区域ですが、小曲町内及び近接してい

る町内にも濁り水が出るおそれがありますので

使用を控えるようお願いいたします。 

〔洗浄作業日時〕 

10月 1日（日）午後11時～ 2 日（月）午前 5時 

ご迷惑をおかけしますがご協力お願いいたします。 

五所川原市水道事業所 TEL34-91 11 

S月21日（わ-30日（土）までの10日間 

《運動の重点》 

1 高齢者の交通事故防止 

2  タ暮れ時と夜間の歩行中・ 
自転車乗車中の交通事故防止 

3 後部座席を含むシートベルトと 
チャイルドシートの正しい着用の徹底 

タ暮れに 光るライ卜が 防ぐ事故 

五所川原市交通安全対策協議会・五所川原警察署 
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小児マヒ（ポリオ）予防接種をおこないます n 平成18年 

 

   

〇対象年齢 生後3 -90カ月未満の乳幼児 

  

対象地区 接種日 実施場所 受付時間 

南小学区・三好・
七和・飯詰 

9月15日 
（金） 

保健センタ―
五所川原 

12:30-- 
12:45 

五小学区・松島町
梅沢 

9月22日 
（金） 

栄 
9月2?日 
(2k) 

市 浦 
9月20日 
(2k) 

保健センター 
市浦 

12:30- 
13:00 

金 木 
9月28日 
（木） 

保健センタ一
金木 

13: 00- 
13:30 

【持参するもの】 

母子手帳と予診票（白色）を記入してお持ちく 

ださい。 

【注意事項】 

〇発熱など体調の悪いお子さん、他の予防接種を

受けているお子さんは接種間隔についてかかり

つけのお医者さんにご相談し、おいでください。 

〇お子さんの健康状態をよく知っている方がお連

れください。 

〇対象地区での接種日に都合により接種できない 

場合は、他の地区で接種することもできます。 

〇保健センター五所川原の駐車場がせまいので、 

市役所駐車場もご利用になれます。 

※ 9 月 8 日（劃実施分（松島地区・長橋・みどり町・

毘沙門・長富・中川）が広報でお知らせできなか

ったため、上記日程で接種することもできます。 

調査は日本全国すべての事業所が対象です。 

こ協力をお願いいたします。 

総務省では、10月 1日すべての事業所が対象と

なる大規模な事業所・企業統計調査を行います。 

統計調査の結果は国や都道府県、市区町村など

がこれからの行政を考える重要な基礎資料として

活用されます。 

9 月下旬から各事業所に「調査員証」を携帯し

ている調査員がお伺いし、調査票の説明と共に調

査票へのご記入をお願いします。時間はおかけい

たしませんのでどうかご協力をお願いいたします。 

問い合わせ先 企画課統計係 内線464 
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ヘルス・インフォメ～ション 

五所川原市食生活改善推進員会 ~ 

材料（4人分） 

牛肉薄切り 	120 g 
グリーンアスバラガス・・・ 4 本 A[襟猫ス難と1/3 

オイ之タ＝コソ‘驚妙め 

(1人分】l48kcal 塩分0. 7g) 

ピーマン 	2 個 	※ごま油 	大札 1 
赤ピーマン 	1 個 

かぼちゃ 	80g 
なす 	3 個 

【作り方】 

牛肉は、細切りにする。 
2 野菜はきれいに洗って細切りにする。 

③a と 2 をごま油で火の通りにくい順に妙め、Aで調
味する。 
赤ピーマンは、パプリ力が一般的。肉厚で甘味があり
生食や彩りを生かした料理に広く使用されてています。 

「赤・黄・緑」の野菜をたっぷり使ってあっという間
にできる妙め物です。牛肉を他の肉に変えたりアスパ
ラガスをきゆうりに変えたり色々と、応用できそうです。 

I 	健 康 推 進 課 公35-2 1 11（内線223・224・225） ノ 
~ 	保健センター金木 公53一2111（内線154'155-15り／ 
~ 	保健センター市浦 公27一7733 	1ブ ‘ 

く  健 康 相 談 ） 
血圧測定、病気の相談、健診結果、心の相談など保健師が

相談に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

地 区 開 催 場 所 開催月日 開催時間 

五所川原 

金 	木 

しきしまコミュニテイセンタ一 9 月29日（劃 13:00-.-15:00 
保健センター金木 9 月26日（火J i0:00~ii:00 

市 	浦 し～うらんど海遊館 9 月27日（加 12:30-13:30 

く母と子の相談日（工ンゼル教室）) 
お子さんと一緒に遊びの時間をつくり、子育ての楽しさや

悩みを話してみませんか。各地区の開催日は、いずれのご利

用も可能ですので、お気軽においでください。 

◆持参するもの・‘・母子健康手帳、バスタオル 

日 	時 実施場所 内 	容 

10月4日困・18日（水） 
10:00-12:00 
13:00、一 15:00 

i 18日午後は予約相談 
※子育てサロン同時開催 

保健センター 
五所川原 

・各月齢での成長（身体計
測）・発達の確認、育児、 
遊び、栄養（離乳食）の
相談 
・子育て等に関する勉強会、 

情報交換 

10月20日囲 
9:30~ 11:30 

保健センター 
金木 

10月25日困 
10:00-12:00 

保健センター 
市浦 

く  乳 幼 児 健 診 ） 
◆内容…小児科診察、歯科診察（ 1歳 6 か月児・ 3 歳児）、 

身体計測、発達相談、離乳食試食（ 4 か月児）等 

一 	◆受付時間・・・12 】15~ 12 】30 
． ◆持参するもの…母子健康手帳、バスタオル等 

健診の種類 実施日 実施場所 対象児及び対象地区 

4 か月児健診 
10月 3 日 

（刃 
保健センター 
五所川原 

平成18年 5 月生まれ
全地区 

1
健
 

6
 
か
 
月
 
児

歳
診
  

10月24日 
（刃 

保健センター 
五所川原 

平成17年 4 月生まれ
五所川原地区 

3 歳児健診 
10月19日 

(村 
保健センター 
五所川原 

平成15年 6 月生まれ
五所川原地区 

*3歳児健診については、事前にアンケート記入等がありますので、個
別に通知いたします。 

＜お願い＞ 健診に来られない場合や病院で健診を受けた場合、すでに
健診を受診した場合等は、ご連絡くだされば、相談に応じます。五所
川原地区での実施については、駐車場が混雑しますので、市役所駐車
場をご利用ください。 

〔  献血のご案内（バス巡回）) 
期 日 時 間 場 	 所 
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9 :30-11:00 青森県合同庁舎 

13:00一一 15:30 東北電力Ii所川原営業所 

10月22日 
( If) 

10:00～一 12:30 
13:30-16:00 

エルムの街ショッピングセンター 
専門店入口の外 

~『餐望鳶島醜雌‘観浮損細― 
~起コミユニテイサポート・すてっぷ , 

何となく育てにくい、落ち着きがないなどを感じている

お子さんとお母さんに対して、具体的な遊びや関わりのプ

ログラムを通してアドバイスを行います。 

日 	時】10月17日（)4 9 :30-15:00 
会 

対 象】就学前の幼児と保護者 10組程度 

費 用】1人500円（昼食・おやつ） 

内 容】リズム・健康体操、親子遊び、学習会他 

申込み締め切り】9 月29日（金 

申込み先】健康推進課 内線224 

救急医療当番医 
月 日 曜日 医療機関名 住 	所 電 話 

9 月18日 j1 健生五所川原診療所 一ッ谷508-7 35 1 2542 
9 月23「1 清水クリニック 鎌谷町103-1 35 1 3663 
9 月24日 日

  
川崎胃腸科内科医院 敷島町56 34一3330 

※ 1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 
2 ．その他、消防署（救急病院紹介丑34-4999) でも紹介します。 

象
 

昌琴琴古紙配合率100% 
	 五所川原市役所 公35-2111 	平成18年 9 月15日 10 


